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4．　結　　　　果

改良前の施肥機による施肥位置は，第1表の過少で，

硬い土壌（足跡が付く程度）の場合・0－3代作約60

申，3～15亡・のところに残カの約40多が落下した・

これに対し，改良蝕では0－3帽に20多，3～6mに

70宙，6～9亡tK約10喀落下した・柔かい圃場では

（足が尿迄沈む程匿），改良前は7～9服の作粘施肥で

あったが，改良施肥機を使用した場合は土壌への切込み

が地表下17‘虞の所まで行なわれ．施肥位置は18皿捏

忙参上んだ・これに実際の地合，洩水等がかゝると史に

深く落下するとともに帝厳し上下に広く分廠するものと

考えられる・

第1表　土墳条件別作渦淫と肥料分布状況

深∵卓　 ‥条 件

施　 肥　 機 従 来 の

施 肥 億 の 場 合
改 良機 の場 合

作溝 の深 さ
慧 £ 警誌 7．3 e粛 10 ．l cn

9 ．0 12 ．5

施
硬報

い合

0 －　 8 用 田．2 多 1テす す

8 －　 6 訂．3 73 ．7

肥
6 ～　 9 3．5 8．6

柔 0 ～　 5 亡丁 9．0 7．0

位 か 5 －　 7 お．1 13 ．5

置
レ1 7 ～　 9 5 7．2 訂．8

場 9 － 1 1 0 15．8

合 1 1 － 1 8 0 5．9

賽　　硬い場合：足跡がつく程度
キヰ　柔い場合：足が供まで沈む程度

又，‾・排出部の改良によって，力を加えた幼竜にかこる

泥のつま少や排出不良が見られなくなった．改良前の施

肥位置は腕の屈伸によって水平分布が5～9用の波状と

なったが，改良後は層位の差は1－L5m程度と少なか

った．

水稲に対する施肥実験は7月15日で下層施肥の時期

としては遅く，あま少顕著な効果は見られなかったが，

施肥直後は表面施肥区の生育が後れ．208位後作なる

と，決屑施肥区の生育に効果が現われ．表面施肥に優っ

た．

第2衣　水稲性育諷査
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衣　 血　 施　 肥 踪 JH　 旋　 肥

草丈帽　　 塾数本 草丈で坑　　 畢教本

7 月 1 5 H 施肥 63．9　　　 17．0 66．i　　　 17．0

7 月 2 2 日 g7．3　　　　 17．1 偽．9　　　 17．5

乗　　　 色 ＋＋ 十

7 月 3 0 日 で）．8　　　 16．8 77．0　　　 17．0

8 月　 6 日 90．4　　　 15．6 94．5　　　　 16．5

星＿　　 色 ＋ 十一十

5．　総　　　　括

改良機の性能については，調査の結果予期した程度の

施肥が出来た．これは作覇輪によって6～8亡孤の土壌切

断が行われ，その後に更深刃によって所定の深さが得ら

れるためと考えられ，又，改良前の施肥機では深度を確

保すると同時に前進するため，下に押すカと前に押すカ

の合力点をとらえ進まねばならなかったから，安定した

施肥位置が碍にくかったが，改良しでは深さは確保され

ているので，ブロートで規制して，前進にのみ労力を配

分すれば良いので前進作業が容易となった．

ただし，水稲に対する施用効果の判定については，改

良機の一応使用出来るようになった時期が去年露の璃増

時期には間に合わず，その判定は下せないが，一一応試吊

してみたその結果では，生育相から判♭干して，従来の下

層施肥を行った場合と同様な傾向がみられた．次年度に

は，更に実用化を進め，肥料操出機構，所要労力の減少，

作業む動力化等Kついて研究を続けるとともに，水楢に

対する使用時期，生育に及ぼす影響等を考案し合理的を

下層施肥機の蒐用法を確立したいと考える．

第6図　試作改良機による作辞

農　業　生　産　力　の　地’域　性　と　階　層　性

－と　く　に水稲について－

1．　は　し　が　き

佐藤多吉・川　田幸雄

（青森県農試）

府県にくらべ顕著であるが，この上昇度合は，県内各地

域とも一様ではない．したがって本箱では，この水稲生

最近にかける青森県の水稲生産力の上昇度合は，他の　　産力の地域差と階層差の要因について，若干の検討を試
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みたので，その政変について報告する・

2．　分　析　素　材

分析資料として簸川したのは，地域性を紋討する」料

として「米生産毀農家の絵巣表」（農林省青森統計翫査

車扱所弘査）および階層性を検討するために，鹿裟生

産訴査会からの依奴によって実施した「農業生産力基準

副査の説査個表」である・

なお次に，階層仕を検討するために掠用した馳査集落

の一般概況について，簡単にスケッチしておく・

この集落は，津軽の代表的な水出単作地帯にあれ全

くの水稲単作経営群からなる．経営規模は比較的大きい

が，暗渠排水．区画整理等如拙基盤の藍も封エなされてい

ない．また水利条件も恕く農道も整備されていない・

5．　分析恕巣と考察

1．水稲作の進歩を土地生産性の大小で示すと第1表

の通わで，本県の進歩は著しい・

第1表　青森県水稲反収の全国的地位

昭　 ’帖 昭 左喜誕）肘
A B

B の 府
2 1

、 2 5

2 6

～3 0

3 1

－3 5 県 贋 位 県 順 位

全　 匡1 32 iK，猫 足，銅 軸

8

泊 多 115 努 －

青　 森 312 3盟 唖 103 1一払 Ⅰ

長　 野 劉9 靴 4騨） 1 101 1三好 7

山　 形 鋤 三成 451 2 107 lj茹 8

新　 潟 鉱5 3長瀞 413 5 101 116 17

佐　 賀 鉱5 8亜 il紗 15 ％ 107 32

注　農林省「作物統計」昭和35による
A＝邪～30年／21－彷年B＝81－妬年／21～訪年

これはとくに．品種の改良，育苗法の改善佐ともなう

田柏期の促進，施肥法の改善，病虫書防除法の改善等，

一連の技術改善とその普及効果の結果である・

え　反収の地域性は第2表の通わで，地域差は年々縮

少している．

この原因としては，これら低位生産地域における早熟

多収品種の改良と普及，育苗様式の地域差，田植時期の

地執差並びに耕踵背理技術の平準化があげられる・

第2表　地域別，年次別108当少収量の比較’

（単位晦）

昭 8 1 3 2 3 3 8 4 3 5 3 6

●温 西　 都 445 一蛤5 454 4 32 4（3 44か

暖 中　 弘 朗 7 腕 劇汀 似 試佗 476

地 南　 黒 549 g 托 増訂 詔2 5 19 4壬汀

域 北　 五 461 屯田 476 4圧〉 4 試） 亜 2

低 東　 青 紡 4 【氾 4糾 4Ⅸ） 一蛤l 460

温 上 十三 2 汀 郵 4 18 」絨2 470 貞弧3

地 下　 北 18 1 望5 3 19 3 17 ‡裕3 淵 8

域 三　 八 407 241 4 15 撼 現 4E4

県　 平　 均 4g r 4釦 4 王2 劇汀 478 4亡か

注　青森統計調査事務所、資料

第3表　地域別，苗代様式別普及状況並びに田植進
歩状況

㌃ 苗 代様 式 田 植 進 歩 状 況

ビ二一一ル保配折

衷苗代

5 月 5 月 5 月 6 月 6 月

畑百代 1 5 日 2 5 日 3 1 日 5 日 1 0 日

湿 西　 郡
多 多 ′ 感 痴 悌 ′′
19 ．9 釦 ．1 7 ．5 槌 ．9 95．2 99．8 100 ．0

暖

地

域

中　 弘 12．4 】訂．0 ・－－ 3 5．2 72 ．1 9乙5 98．3

南　 黒 16 ．9 幻 ．1 0．4 別 ．2 幼 ．7 9 8．1 淵 ．5

北　 五 2 1．0 1 職 ．8 1．2 58．6 約 ．7 9 6．1 97 ．0

低

温

地

域

東　 青 7 4．2 器 ．8 1，3 田 ．7 9 4．9 9 8．9 ！冷．1

上十二 9 1 0 8 8 16．6

3 ．4

74 1 92 7 9 5．4 9 7．9

下　 北 9 1．4 8 ．4 5 1．2 86．3 95．5 98．1

三　 八 75．5 24．5 68 ．7 9 1．3 96．8 97．7

県 平 均 46．8 52．7 4 ．2 邸 ．4 閲 ．5 97．4 労 ．0

注　昭87　青森県農務抹資料による．

a　土地生産力の平準化過程での，労働生産力の地域

差は顕著ではない．

このことは，基本的には各地域とも全般に機械化が進

み，本県の稲作技術構造は，おしなべて部分機械化をと

もなった集約多労方式を一般としたもので，極めて高い

とみられる土地生産力も，帰するところ多くの労力と資

本に支えられたものであるといえる・そして集約多労を

基調とする小農技術がほほ一巡した結果ともいえる・

ム　同一地域における水稲単作経営農家弾く柴田）の

水稲生産力（とくに土地生産力）を規制している要因と

しては，第4表に示されるように，土地条件が長も大き

く原因している∴耕綬技術が収量に与える個人差はさほ

ど大きくない．このことは，収量を決定するような技術

が普遍化している結果である．強いて収宜差を与えてい

る技術をあげれば，第1には減収防止対策としての，病

青虫防除の回数と防除方法があげられる・

第4表．米の農家別，圃場別生産量（10a当身句
昭36年

最大田収量

最小田収量

平均田収量

平ナ
均る
陀比
対界

大収量
最小収量

平均田収量

已　同一地域の水稲単作経営農家群における労働単位

当力米の生産量と，投下労働時間との関係をみると第1

図の過少で，投下労働の少ない農家ほど，単位労働時間

当少米の生産量は多い．逆もまた美である．ただ，経営

規模階層間の生産力差は農家間のバラツキが大きく，一

定した傾向は認められない．以上のことから，土地条件

の整備にともをって，省力化が可能視される．
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第1図　投下労働量と収量との鮎係

6　家族労働1人当少の農業所得をみると，稼働者数

と生産性は負の相関を有し，同一経営規模の農家におい

ては，稼働者数の少ない農家ほど1人当少の所得は高く

なっている．また，同一稼働者数の農家では，経営規模

の大きい農家ほど，1人当少の農業所得は高くなってい

る（第2図）．

これは，水稲の単作経営であること，単位面積当少の

収量に格差がないこと，さらに米の価格が一定している

こと等によるものと考えられる．

4，　む　す　び

以上のどとく，本県の水稲生産力を全国の最高レベル

まで上昇せしめたのは，これまで，低位生産地といわれ
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第2図　耕地面積と所得との関係

た地帯の生産力が著しく増大し，地域的に生産力は平準

化した結果である．津軽の高位生産地帯においては，そ

の倒逢した水準が600晦に近いという高さから，最近は・

顕打ちの気配がみられる．こ＿のため，この地域では，従

来の技術の限界をさとカ，最近では大型トラクター導入

托．よる床桝，深層追肥等，新技術の導入に関心が集中し

てレヽる．

しかし，新技術を導入し，それによる生産力の向上を

はかるためには，それを受け入れる条件を作♪出すこと，

すなわち土地基盤の整備が先決である．またこの技術は，

大きい資本力を必要とするので，経済的に成立し得る経

営方式が樹立されをければならない．

＊　現青森県農務諜

水　田　地　価　と　収　益　性　に　つ　い　て

1．　日　　　　的

神　　公　昭

（青森県農試）

合，現在の経済的諸星との関連にあいていかをる収益性

を示すかを明らかにする・このことは現行の地凪米価．労

現行水田地価を基準にして土地資本利子を計算した場　賃，反収，経営費の関連を示すことにユタ企業的農業成立


